
フ ィ リピ ン人女 性 の主体 性確 立 とコ ミュニ テ ィ形成

一 地域教育活動を事例 に 一
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本 稿 で は 、 川崎 市 ふ れ あ い館 を 中心 に活 動 して い る フ ィ リピ ン人 女 性 の地 域

教 育 活動 を 中心 に 、彼 女 た ち の主 体 性 確 立 や コ ミュ ニ テ ィづ く りが どの よ う に

形 成 さ れ て い る の か を 、在 日韓 国 ・朝 鮮 人 と関連 づ け なが ら明 らか にす る こ と

を 目的 とす る。ふ れ あ い館 を事 例 とす る の は 、在 日韓 国 ・朝 鮮 人 と 日本 人 に よ

る 地 域 教 育 運 動 に よ っ て設 立 さ れ た 経 緯 が あ る こ とか ら、 オ ー ル ドカ マ ー と

ニ ュ ー カ マ ー を連 続 線 上 に お い てみ る こ とが 可 能 で あ るか らで あ る。

オ ー ル ドカ マ ー とニ ュ ー カ マ ー を繋 げ て考 え る際 に、 ニ ュ ー カマ ー外 国人 の

中 で特 に フ ィ リ ピ ン人 女 性 に注 目す る の は、 フ ィ リピ ン人 が 在 目外 国人 登 録 人

口 か ら して 、 中 国 と韓 国 ・朝 鮮 、 ブ ラ ジ ル に続 い て多 い外 国人 で あ る こ と1や 、

ふ れ あ い館 の職 員 と して フ ィ リピ ン人 女性 が 勤 め てい てそ こ を 中心 に フ ィ リピ

ン人女 性 コ ミュ ニ テ ィ が で きて い る こ とか ら、 ニ ュ ー カマ ーの 中で フ ィ リ ピ ン

人 に 限定 した。

1.問 題 意識

ニューカマーの定住化が進むにつれ、ニューカマー外国人女性の主体形成や

エンパワーメント、そ してそのコミュニティに関する研究が行われている。

例えば、2004年3月 にfさ れた伊藤るり他による 『現代 日本社会における国

際移動 とジェンダー関係の再編に関する研究一女性移住者のエ ンパワーメント

と新 しい主体形成の検討にむけて』2では、女性移住者のエ ンパワーメントと主

体形成の可能性 と現状 を、市民社会における社会活動 と経済活動か ら分析 し、
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その対象も滞日フィリピン人、日系ブラジル人、在 日韓国 ・朝鮮人1世 、ニュー

カマー韓国人にわたっている。中で、フィリピン人女性の社会活動を取 り上げ

た小ヶ谷論文3に おいて、小ヶ谷は、滞 日フィリピン人女性の社会活動か ら、社

会活動を①複数の 目的 と戦略(日 本社会へのアイデンティティ表明 ・日常的レ

ベルでの自助ネットワーク ・出身フィリピン社会への地位表明など)の 東 とし

て考えることができる、②これらの活動は日本社会への「適応」にとどまらない、

トランスナショナリズムと呼べるような空間 ・領域的広が りを持っている、③

彼女たちの活動は、次世代の教育を重視しているという点で、時間/世 代的広

が りも持ち合わせている、④ これらの複数の戦略が分かちがた く結びつき、一

体となっていることに意味がある、などの特性 を導 き出し、それが 「『移民/移

動の女性化』の 日本的展開一 「エンターテイナー』に特化 したフィリピン人女

性の流入と、「国際結婚』のプレゼンスー」に深 く条件づけられており、いわば「単

純労働移動型』と『家族形成型』の 「移民/移 動の女性化』の中間的タイプの 「女

性化』の帰結として位置付けられる」と結論づけている。また、在 日フィリピン

人女性の組織化の条件を分析 した定松論文4で は、組織化を可能にした条件を

個々人の女性の在留資格、学歴などの個人的属性のようなリーダーシップとと

もに、社会運動の歴史など、3つ の地域の事例から明らかにしている。

川崎におけるフィリピン人女性の社会参加についても、邸(2003)5は 川崎市

に在住 しているフィリピン人既婚女性10人 を対象に 「移民女性の社会参加」と

いう視点の導入を提起 し、彼女たちの主体性構築の可能性あるいは成立条件 を

分析、フィリピン人女性の社会参加を 「仕事からの相対的剥奪感」・「周辺化 さ

れる地位からの相対的剥奪感」から意義づけている。また、豊田(2009)6は 、ふ

れあい館を中心 としたフィリピン人コミュニティを5人 のフィリピン人女性の

インタビュー資料や参与観察に基づき、①マイノリティ側当事者の活動の当事

者性、②当事者による組織を支える支援の在り方の2点 から分析 している。

以上のような先行研究においては、ふれあい館を事例にした豊出論文が在目

の活動を踏まえてフィリピン人女性のそれが組織化されたことから、ニューカ

マーを支援するオール ドカマーの組織、存在が位置付けられてはいるものの、

それぞれのエスニ ック ・マイノリティを対象 に主体構築、コミュニティ形成の
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分 析 が な さ れ 、 そ れ を可 能 と した条 件 な どが 明確 と な っ て い る だ け で、 オー ル

ドカマ ー の 在 日韓 国 ・朝 鮮 人 とニ ュ ー カマ ー 外 国人 を繋 げ て 分 析 す る研 究 は 、

充分 に 行 わ れ て い ない 。中 島(2008)7が 学 校 教 育 関係 者 の 言 説 か ら、 オ ール ド

カ マ ー とニ ュー カマ ー とをつ な げ て 考 え る 「連 続 の 視 点 」を提 示 して はい る も

の の 、社 会 教 育 分 野 に お い て は 、両 者 をつ な ぐ視 点 か らの 研 究 が 充 分 に行 われ

て い る とは言 い難 い。

ニ ュ ー カ マ ー外 国 人 で あ る フ ィ リピ ン人女 性 が 、 オ ー ル ドカマ ー の在[と の

関係 の 中 で地 域 社 会 で どの よ うに 自立 しコ ミュ ニ テ ィを形 成 してい くの か 、 本

稿 に お い て 明 らか に した い。

2.フ ィリピン人女性 を中心 とした地域教育活動

1988年 に 川 崎 市 川 崎 区 で 開 館 した ふ れ あ い館 で フ ィ リ ピ ン人 の 子 ど も を対

象 と した活 動 が 始 ま る の は 、1990年 代 半 ば以 降 で 、1990年 の 改 正 入 管 法 の 施

行 を 受 け て 地 域社 会 にニ ュー カマ ーが 増 え て い た 時期 で もあ る。2010年3月 末

現 在 川 崎 市在 住 の フ ィ リ ピ ン人 は3,878人 で、 ふ れ あ い館 の 位 置 す る 川 崎 区 に

は1,367人 が い る と され 、国籍 か らみ る と、 中 国、韓 国 ・朝 鮮 に続 い て三 番 目に

多 い8。

(1)ふ れ あ い館 に お け る フ ィ リ ピン人 を対 象 と した取 組 み

ふ れ あ い館 は 、 設立 当時 在 日外 国 人が ほ とん ど在 日韓 国 ・朝 鮮 人 であ った こ

とか ら、韓 国 の 歴 史 や 文 化 な どが 活 動 の 中 心 と な っ てい た。 しか し、1988年 開

館 の 時 か ら開設 して い る識 字 学 級 の学 習 者 を 国籍 か らみ る と、在 日女 性(2人)、

ニ ュ ー カ マ ー韓 国 人女 性(15人)、 ベ トナ ム 人女 性(1人)以 外 に、フ ィ リピ ン人

女 性 が4人 通 って い て 、1994年 まで に オ ー ル ドカ マ ー ・ニ ュ ー カマ ー 韓 国 人 を

除 い て一 番 多 い の で あ る9。 この火 ・金 曜 口の識 字 学 級 以 外 に も、ふ れあ い館 を

運 営 して い る青 丘 社 の母 体 とな る在 日大 韓 基 督 教 会川 崎 教 会 に も フ ィ リピ ン人

女性 が きて い て そ こで も 目本 語 を教 え て い た とい う。ふ れ あ い館 で は、 フ ィ リ

ピ ン出 身 の女 性 た ちが 地 域 で増 え て い く中 で 、 フ ィ リピ ン出身 の子 ど もが 学 童

保 育 に もい た こ とか ら、 そ の 対 応 を考 え る よ うに な った 。そ れ は、 ふ れ あ い 館
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が で き る前 か ら行 っ て きた在 日の子 ど もを対 象 とす る子 ど も文 化 ク ラブ 「ケ ナ

リ ・ク ラブ 」を 、フ ィ リピ ン出身 の子 ど も に もつ くろ う とい う もの で あ った 。そ

して 、 そ こ に1人 の フ ィ リ ピ ン人 女 性 が ス タ ッ フ と して働 き始 め る。フ ィ リ ピ

ン人 女 性 コ ミュニ テ ィの 中 心 と なるAさ ん で あ る。

Aさ んが 日本 人 との 結 婚 を き っか け に 日本 に来 た の は、1992年 の こ と であ る。

マ ニ ラ出 身 のAさ ん は、 大 学 を卒 業 しガ イ ドの 仕事 を して い た と きに 、 日本 人

男 性 と出 会 っ て結 婚 、 口本 に く る。来 口以 降 は 夫 の 経 営 す る居 酒 屋 で お手 伝 い

を した の ち、 川 崎 市 総 合 教 育 セ ン ター で 通 訳 の 地域 ボ ラ ンテ ィア を して い た と

き、 フ ィ リ ピ ン人 職 員 を探 して い た ふ れ あ い 館 か ら声 が か か っ た 。最 初 は週2

回の 学 童 保 育 で の 勤 務 だ っ た が 、そ の翌 年(1998年)か ら週5回 勤 務 とな る。

ケナ リ ・ク ラ ブ は、1970年 代 に在 日の 子 ど も を対象 と した 地域 教 育 実践 の 中

で 、 在 日の 子 ど もの 民 族 ア イデ ンテ ィテ ィ形 成 の た め に 韓 国 の 文化 に 触 れ る 一

方 で 、在 日の子 ど もの 「居 場 所 」と して で き た もの で あ る。そ れ は、ふ れ あ い館

開 館 以 降 に も子 ど も向 け の 事 業 に位 置 付 け られ 、継 続 した もの で 、 原則 的 に ス

タ ッフ は在 日で あ る。こ の ケ ナ リ ・ク ラブ の よ う な子 ど も文 化 ク ラ ブ を、 フ ィ

リ ピ ン出 身 の 子 ど も を対 象 と した 「ダ ガ ッ ト(DAGAT)ク ラブ 」(小 学 生 対 象)

と して 始 ま るの は1998年 で 、Aさ んが 担 当職 員 とな る。1999年5月 か らは ふ れ

あ い 館 の 固 定 プ ロ グ ラム に 位 置付 け られ る よ うに な っ た10。

毎 週 土 曜 日の 午 後 子 ど もた ち が 集 まっ て フ ィ リ ピ ンの 文 化 や 言 葉 を学 び な が

ら、 フ ィ リピ ン人 と して の 自分 の ア イデ ンテ ィ テ ィ を受 け 入 れ る 。ふ れ あ い館

の 報 告 書 には 、ダガ ッ トク ラブ の 目的 につ い て 、「フ ィ リ ピ ン人 の お母 さん た ち

か ら フ ィ リ ピ ンの 文 化 を伝 え て も ら っ た り、母 親 の 母 語 を学 ぶ こ と を通 して、

ア イ デ ンテ ィテ ィ に揺 ら ぐ第2世 代 の こ ど もた ち を支 え る こ と」llで あ る と し

て い る。

ク ラ ブ が で き た 当 時 は フ ィ リピ ン人 の 子 ど も2人 と、 ダ ブ ル の子1人 だ っ た

とい う。現 在 は 、 土 曜 日14時 か ら17時 まで の3時 間 開 か れ 、毎 週 来 るの は7人

ぐらい で 、 た ま に来 る子 ど もが 何 人 か い る。今 も フ ィ リピ ン人 の子 ど もは い る

が 、 ダ ブ ルの 子 が ほ とん どで あ る。ク ラブ で は 、 フ ィ リ ピ ンの伝 統 的 な踊 りで

あ る 「テ ィニ ク リ ン グ(Tinikling)」(バ ンブ ー ダ ンス)と い う竹 の棒 を使 っ た
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踊 りや 、ボ ー ルを 使 っ た伝 統 的 な遊 び を した り、タ ガ ロ グ語 のABCを 勉 強 した

り歌 を歌 っ た り して い る。そ の 歌 や 踊 りは、 ふ れ あ い館 まつ りや 、 近 くの 桜 本

商 店 街 で 毎 年11月 に 開 催 さ れ る 日本 まつ り、12月 の ク リス マ ス会 で披 露 さ れ

る。そ れ以 外 に、2000年 か ら始 ま っ た夏 の合 宿 、 遠 足 な どの活 動 が あ る。ク ラ

ブ に は 、職 員 のAさ ん 以 外 に 、 ク ラブ に来 て い る子 ど もの 母 親 で もあ るBさ ん

が歌 や踊 りを教 え て い て、運 営 に は 日本 人 の学 生 ボ ラ ンテ ィア が 関 わ っ て い る 。

Bさ ん は 、1999年 に川1　奇で あ っ た在 ロ フ ィ リピ ン人 コ ミュ ニ テ ィの研 修 会 でA

さ ん と知 り合 い 、 そ こか ら ダ ガ ッ トク ラ ブ の活 動 を始 め 、Bさ ん の 子 ど もた ち

もク ラ ブ に通 っ て い た。

クラ ブ で は 日本 語 と英 語 、 タ ガ ロ グ語 が 飛 び交 い、Aさ ん とBさ ん はで き る

だ け、 タガ ロ グ語 や英 語 を使 う よ うに し、 子 ど もた ち もAさ ん とBさ ん と は タ

ガ ロ グ語 で話 しか け た り して い る。

ダ ガ ッ トク ラ ブ以 外 に も、毎 週 水 曜 日(15時 一17時)と 土 曜 日(10時 一12時)

に あ る小 学 生 学 習 支 援 に通 っ てい る子 も何 人 か い る 。文 部 科 学 省 の 虹 の 架 け橋

事 業 の補 助 金 か ら始 まっ た もの で、 ダ ガ ッ トク ラ ブ に来 る前 に この 小 学 生 学 習

支 援 に寄 っ て か ら来 る子 が3人 ほ どい る 。

こ の よ うな フ ィ リピ ンにつ なが る子 ど も向 け の活 動 以 外 に、 女 性 た ち を 中心

と した取 紅 み がAさ ん を 中心 に始 ま る。子 ど も とは別 に フ ィ リ ピ ン人 女 性 だ け

の集 ま り と して 開始 した の が、「カ ワヤ ング ル ー プ」で あ る。

(2)フ ィ リ ピン人 女性 に よ る コ ミュ ニ テ ィづ く り

ダ ガ ッ トク ラ ブが 始 ま っ た 当時 に は、 子 ど も と一 緒 に母 親 が 来 て い た。子 ど

もた ち の活 動 を母 親 た ちが 見 て い た け れ ど、 ダ ガ ッ トク ラ ブ とは別 に フ ィ リピ

ン人女 性 た ち の グル ー プ をつ くる よ う に な る。フ ィ リ ピ ン人 に 関 わ る活 動 か ら

出発 した取 組 み は 、2004年 に カ ワ ヤ ングル ー ブへ と繋 が る。

グ ル ー プ の 案 内 に は 、 そ の 目的 を 「国 際結 婚 で 生 まれ た フ ィリ ピ ン 人 の子 ど

もた ちが 相 互 に交 流 す る だ け で な く、子 ど もた ちが 、 子 どもた ちの お 母 さ ん の

文 化 を 『差 別 され る もの 』で は な い もの と して 、 受 け入 れ られ る よ う にす る こ

とで す。また 、家 庭 内 暴 力 の 被 害 者 を支 え るた め に 、心 理 的 な支 え とな り、ま た
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法 的 な支 援 先 の情 報 を提 供 す る 活 動 もお こ な っ て い ます。地 元 、 川崎 で の 毎週

土 曜 日の 相 互 交 流 の 活 動 に加 え て 、 将 来 は 力 を蓄 え て 、 神 奈 川 県 内 の フ ィ リ ピ

ン人 の支 え に な る こ とが で きれ ば と願 って い ます 」 と して い る。活 動 内容 と し

て は、 タ ガ ロ グ語教 室 と英 会 話教 室 の 運 営 、 学校 を訪 問 し ワー クシ ョップ を通

して フ ィ リ ピ ン文化 を紹 介 す る 活 動 、通訳 の 派 遣(状 況 に応 じて可 能)、 入 門 程

度 の 日本 語 の 学 習 、 コ ン ピ ュー タの 使 い 方 指 導 、 日本 人 を対 象 に した フ ィ リ ピ

ン文 化 の 紹 介 な どで あ る12。

カ ワヤ ング ルー プが で き る の は 、1997年 か ら川 崎 市 教 育 委 員 会 が 実 施 して

い る 「民 族 文 化 講 師 ふ れ あ い事 業 」を行 うに あ た っ て 、 学校 に行 くフ ィ リ ピ ン

人 の 仲 間 を誘 っ た の が 、 きっ か け で あ っ た。カ ワヤ ン グ ル ー プ は結 成 した 翌 年

に は青 丘 社 が 運 営 す る 「ほ っ と カ フ ェ」の 入 り口 に雑 貨 屋 台 を共 同 で 出 資 して

始 め 、そ の 活 動 は、Aさ ん を 中心 とす る相 談 、学 校 訪 問 、屋 台 運 営 と な る。この

活 動 を 踏 ま え て、2008年2月 に は神 奈 川 県 の 財 団 か ら助 成 を受 け、「カ ワ ヤ ン

情 報 セ ン ター 」をオ ー プ ン し、フ ィ リ ピ ンの食 材 や 雑 貨 を売 る 「サ リサ リ ・ス ト

ア」をつ くっ た 。「相 談 ・学 校 訪 問 ・食 材 雑 貨 店 運 営 」の 三 本柱 が カ ワヤ ング ル ー

プの 中 心 活 動 と な り、2007年 か ら は フ ィ リ ピ ン人 向 け 講 座(日 本 語 ・識 字 、パ

ソ コ ン入 門 、英 語 講 座)を 開設 した13。

カ ワヤ ン情 報 セ ン ター は、2011年 に新 しい 場 所 に移 転 し、 多 文 化 共 生 セ ン

ター カ ワサ キ に コ ミュ ニ テ ィ ・カ フ ェの 運 営 を して い る。以 前 の サ リサ リ ・ス

トアで は 、 フ ィ リ ピ ンの 日常 用 品 や お 菓 子 、飲 み物 、遊 具 と と もに 、 フ ィ リ ピ

ンの 食 べ 物 と ス イ ッ を販 売 し、 小 学 生 学 習 支援 に 来 た子 ど もた ち が お 昼 ご飯 を

取 っ た り、 お 母 さ ん た ち が 集 ま った りす る場 所 とな っ て い た。現 在 の コ ミュ ニ

テ ィ ・カ フ ェで は、フ ィ リ ピ ンの 日常 用 品や お菓 子 、飲 み 物 の 販 売 の 傍 ら、コー

ヒー や サ ン ドイ ッチ 、フ ィ リ ピ ンの ス イツ を楽 しむ こ とが で きる。

最 初 カ ワヤ ング ルー プの 結 成 に中 心 的 役 割 を して い た仲 間 が フ ィ リ ピ ンに帰

国 す る な ど、 メ ンバ ー 層 の 変 化 が あ る中 で 、2011年4月 か ら活 動 を再 開 し、現

在 は毎 週水 曜 日 に コ ミ ュニ テ ィ ・カ フ ェ に集 まっ て 、今 後物 を つ くっ て そ の 売

上 金 で 日本 と フ ィ リ ピ ンの 児 童 を支援 す る活動 や フ ィ リ ピ ン人 コ ミュ ニ テ ィの

た め の 活 動 資 金 づ く りを進 めて い こ う とす る とこ ろ で あ る。Aさ ん は ふ れ あ い
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館 で ダ ガ ッ トク ラ ブ と小 学 生 学 習 支 援 の責 任 者 で あ り、 相 談 や 通 訳 の仕 事 を し

て い る こ とか ら、相 談 で知 りnっ た フ ィ リ ピ ン人 女 性 た ち に ダ ガ ッ トク ラ ブや

カ ワ ヤ ング ル ー ブ に参 加 す る よ う声 をか け て い る とい う。

フ ィ リピ ン人女 性 の場 合 、 フ ィ リピ ンが カ トリ ック 国家 で あ るだ け に教 会 中

心 の コ ミュ ニ テ ィが 多 く、 例 え ば、 神 奈 川県 に あ る フ ィ リピ ン人 コ ミュ ニ テ ィ

「カ ラ カサ ン(KALAKASAN)」 は、カ トリ ック横 浜 教 区滞 日外 国 人 と連 帯 す る

会(SOL,1992年 設 立2002年 解 散)が つ くっ た フ ィ リ ピ ン人女 性DVサ バ イバ ー

の 自助 グ ル ー プ で 、2002年12月 に設 立 し、 在 日 フ ィ リ ピ ン人 を中 心 にDVサ バ

イ バ ー の外 国籍 女 性 の た め の フ ォー ロ ア ップ プ ロ グ ラ ム と子 ども た ちの ため の

プ ロ グ ラ ム を実 施 して い る11。つ ま り、カ ラ カサ ンは教 会 を母 体 にで き た グ ル ー

プ で あ る 。一 方 、 ふ れ あ い 館 を母 体 にで きた カ ワ ヤ ン グル ー プ の場 合 、 地 域 を

ベ ー ス と してい る こ とか ら、 他 の コ ミュ ニ テ ィ と は異 な る特 徴 を持 っ て い る 。

Aさ ん とBさ ん は 、 国 際 結 婚 な どで 地 域 に入 っ て くる フ ィ リ ピ ン人 女 性 に対 し

て、 一 緒 に仲 間 とな っ て活 動 して ほ しい と話 して い て、 ダ ガ ッ トク ラ ブ の遠 足

や 合宿 な どの 行事 に母 親 も参 加 す る よ う、働 き掛 けて い る。

また 、 ふ れ あ い館 拠 点 の フ ィ リ ピ ン人 女 性 コ ミュ ニ テ ィに 対 して、Aさ ん

は 、「母 子 家 庭 が 多 い」 こ と を挙 げ て い る15。 日本 社 会 の 中 で 日本 人 男性 と離 婚

した フ ィ リ ピ ン人 女 性 に とっ て子 ど もを育 て て い くた め に は、 目本 での 生 活 を

営 為 して い く上 で コ ミュ ニ テ ィが 必 要 で あ る と思 われ 、 そ れが 女 性 を 中心 と し

た フ ィ リ ピ ン人 コ ミュ ニ テ ィが 形 成 さ れ る背 景 に影 響 した ので は な いか と考 え

る。

3.フ ィ リ ピ ン人女 性 の 主体 性 形 成 と コ ミュ ニ テ ィづ く り

を可 能 に した もの一 在 日 との 関係 か ら

ふ れ あ い館 を拠 点 と した フ ィ リピ ン人 コ ミュ ニ テ ィは、 他 の フ ィリ ピ ン人 コ

ミュ ニ テ ィに比 べ る と、① 地 域 ベ ー ス の もの で あ る こ と、② 日本 人 と在 日韓 国 ・

朝 鮮 人 、 フ ィ リ ピ ン人 の 関係 か ら形 成 さ れ た こ と、 ③ 在 目の経 験 に基 づ い た実

践 か ら生 ま れ た こ と(当 事 者 性 の 重 視)、 とい う特 徴 が あ る。
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(1)日 本社会への参入を仲介する存在としての在日

ふれあい館の設立経緯から現在の館運営(指 定管理者である社会福祉法人

青r社 の母体が在 日大韓基督教会川崎教会)に 至るまで在 日韓国 ・朝鮮人が中

心となる施設であり16、1988年 か らの職員体制をみて も、在 日の職員が多い。

2011年8月 現在在 日と日本人以外の正職員は、フィリピン人のAさ んと日系人

の男性、朝鮮族の女性の3人 だけである。ふれあい館の歴史や実践に基づいて

フィリピン人女性のエ ンパ ワーメントとコミュニティづ くりを考えるときに、

社会的弱者であるフィリピン人を日本社会へ と参入させる 「在 日」の存在を抜

きにして考えられない。

Aさ んとBさ んは、日本人男性 と結婚 したが、離婚 した経歴を持っている。そ

れに、Bさ んの場合、生活保護を受けなが ら子 どもたちを育てているシングル・

マザーで もある。このような点は、それまでフィリピン人女性の主体形成の条

件を分析 した定松(2004)と 郎(2003)が 指摘 しているような、夫を持ち、経済

的余裕のあるという条件とは異 なる。離婚した外国人女性 という、社会的参加

が最も難 しいと思える外国人女性の社会参加が可能だったのは、活動の拠点と

なるふれあい館が当事者性を大事に し、問題 ・課題 を抱える当事者によるアク

ションを最も大事な原則に していることと関連深い。つ まり、「在 日」の存在は、

労働市場の理論からの 「中間マイノリティ」のような役割を果た しているとも

いえる17。

中間マイノリティとは、「エスニック・マイノリティが受け入れ社会の労働者

と支配者の中間に入 り込み、通商や流通と金融など特定の経済活動を行 う場合

をさす」もので、f問 マイノリティが社会のエリー トと大衆の問に入 り込むも

のである。関根政美は、日本の華僑 ・華人、在 日韓国 ・朝鮮人の一部に中間マイ

ノリティを適応で きると指摘 している18。中間マイノリティは、ある意味主流

社会へと適応 ・1頂応するため、社会に対するアンティテーゼを必ずしも持って

いるとはいえない。が、中間マイノリティがエスニシティや民族性を成功のた

めの資源として利用している側而は、民族アイデンティティ保持のために、民

族文化やエスニシティを大事にするというふれあい館やダガットクラブ ・カワ

ヤングループの活動 とも共通 している。日本社会に対抗 し変革 していくという
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原 理 を有 しな が ら、日本 人 とニ ュ ー カマ ー外 国 人 を媒 介 す る とい う存 在 と して 、

在 日韓 国 ・朝 鮮 人 の こ とを考 え る の で あ れ ば 、「中 間マ イ ノ リテ ィ」は 、ふ れ あ

い館 中心 の フ ィ リピ ン人 コ ミュ ニ テ ィ形 成 の特 徴 を説 明 して くれ る有 用 な概 念

で あ る と思 わ れ る。

ふ れ あ い館 の在 日2、3世 か らな る職 員 た ち が移 民1世 の フ ィ リ ピ ン人 女 性 に

対 して、 日本 人 ・日本 社 会 との 間の 「中 間 マ イ ノ リテ ィ」とな る。た だ し、そ こ

に は異 質性 を持 つ 他者 を排 除 しよ う とす る 口本 人 や 口本 社 会 に対 す る ク リ テ ィ

カ ル な視 点 を持 ち なが ら、他 者 との 共 存 ・共 生 を導 き出 そ う とす る。す な わ ち 、

目本 社 会 の差 別 ・抑 圧 に対 して民 族 性 を もっ て対 抗 す る とい う在 目韓 国 ・朝 鮮

人 の運 動 か らの施 設 で あ る だ け に 、Aさ ん は生 活 世 界 か ら公 的 施 設 の職 員 とい

う公 共 圏へ の参 入 が ロ∫能 とな り、 フ ィ リピ ン ・コ ミュ ニ テ ィの リ ー ダー と して

活 動 で きた の で は な い か。 日本 社 会 と下 層 マ イ ノ リテ ィ との 問 に 在 日が 「巾 問

マ イ ノ リテ ィ」と して 、日本 社 会 参入 へ の 戦 略 や 資 源 を持 っ て い る か らで あ り、

例 え ば 、Aさ ん に相 談 に 来 る生 活 保 護iやDVか らの 保 護 が 必 要 な 人 に対 して 、

ふ れ あ い館 で は 行政 な ど との交 渉 の や り方 を在 日の運 動 の 中か ら熟 知 してい た

か らこ そ 、Aさ ん を中 心 と した フ ィ リ ピ ン人 女 性 の コ ミュ ニ テ ィづ く りを可 能

に した の で は な い か と考 え る。ふ れ あ い館 の 三 浦館 長 は、Aさ ん を2008年 か ら

短 時 間職 員 か ら正 職 員 に して い たが 、 そ れ は 同 じ土 台 で活 動 して ほ しい とい う

想 い か らで 、 で きる だ け丁 寧 に お話 を 聞 くよ う に コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を取 る と

か、 相 談 業 務 の場 合、Aさ ん 一 人 で 抱 え込 まず 周 りの 資 源 を使 う よ う に して い

る とい う19。

ま た 、Aさ ん は 講座 の 企 画 を も担 当 、2010年 に フ ィ リピ ン人女 性 を対 象 と し

た ワー クシ ョッ プ を含 ん だ5回 の講 座 を在 日の 職 員 と、2011年 には フ ィリ ピ ン

人 と[系 ブ ラ ジ ル 人 を対 象 と した講 座 を[系 ブ ラ ジ ル 人 男性 と企 画 して お り、

こ の よ うな講 座 に、 フ ィ リピ ン人 女 性 が 講 師 な どで参 加 し、 み ん な の前 で 自分

の話 を す る よ う な場 を作 り、 自 らの 「声 」を出 す よ う に積 極 的 に フ ィ リ ピ ン人

女性 た ち に働 きか け て い た。
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(2)日 本人と在日韓国 ・朝鮮人の共生から多文化共生への移行のス トラテジー

1986年 に制定された 「川崎市在 日外国人教育基本方針一主 として在日韓国 ・

朝鮮人」は、制定の経緯からして在日韓国 ・朝鮮人を念頭においたもので、当

時在 日の多い地域以外に基本方針は意識 されていなかったようである2⑪。この

ような流れが変わ り、在日と日本人の共生から多文化共生への移行が川崎市の

中で顕著に現れるのが、Aさ んがふれあい館の学童保育でアルバ イトを始める

1997年 前後である。

川崎市では、1996年 に職員採用における国籍条項が撤廃 され、同年12月 に

川崎市外国人市民代表者会議が発足 し、1997年 に外国人市民が 自国の文化を

小中学校で伝える 「民族文化講師ふれあい事業」を教育委員会が始め、1998年

には基本方針を「川崎市外国人教育基本方針一多文化共生の社会をめざして一」

に改定、「多文化共生」という言葉が全面的に登場 している。1997年 前後に外

国人市民の市政参加の制度的位置付けが明確化 され、外国人市民の社会参加の

経路が拡大してい くとともに、在 日だけでな く、より多様な外国人の存在が認

識され始める時期でもあった。

ふれあい館の三浦館長は、地域社会が多文化してい く中で、自らを多文化し

てい く必要があるといい、Aさ んを入れたのは、そういった趣旨もあったこと

を述べている21。つまり、日本と韓国 ・朝鮮の枠組みで考えてきた、ふれあい館

側のある種の 「同質性」を白ら多文化 してい くための1つ のス トラテジーであ

り、それがフィリピン人女性たちの活動を後押 ししたともいえる。また、在日

が日本人と文化的違いがあったのに対して、フィリピン人女性の場合、日本人

との人種の違いがあ り、ここには明らかな外見の違い、つまり、最初から日本

社会において、彼女たちは 「異化」されている側面があることを看過できない。

「中間マイノリテ ィ」としての在 日の存在や多文化共生への移行のス トラテ

ジーが、在日との関係から考えられる主体性形成やコミュニティづ くりを可能

としたものであるならば、フィリピン人女性たちに焦点を当てたときに、そこ

にはどのようなエンパワーメントのロジックが浮かび上がって くるのか、次節

でみてみたい。
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4.フ ィリピ ン人女性 のエ ンパ ワー メ ン トの ロ ジ ックの確立

在日韓国 ・朝鮮人の場合、「民族」を回復することを通して、日本で韓国 ・朝

鮮人として生 きる 「在 日」としての自分を獲得していく「ロジック」を手にして

いた。こういった在日の主体化のロジックにおいて、民族差別撤廃と民族回復

は密接に結びつき、民族差別との闘いというテーゼを共有 していくことが大き

な連帯を生み出していた。

しか し、1980年 前後の難民条約、国際人権規約の批准や、80年 代半ばに大

きな盛 り上が りを見せていた指紋押捺拒否運動以降、制度的差別が改善されて

い く中で、民族差別に立ち向かってい くことを通 じた民族性の回復が1999年

の金泰泳の 『アイデンティティ ・ポリティクスを超 えて一在日朝鮮人のエスニ

シティ』(世界思想社)な どで、それまでの在 日のアイデンティティ・ポリティ

クスに対する批判がみられ、また、倉石一郎の 「包摂と排除の教育学』(生活書

院2009年)で は、1960年 代、70年 代の在 日韓国 ・朝鮮人生徒に対する民族教

育実践への批判的検討がなされている。このような在日の日本社会に対する「同

化」か ら「異化」へのプロセスは、時代の変化や在 日の世代交代によって在 日内

部の変化がみられている。それが、ニューカマーのフィリピン人となった場合、

彼女たちはどのように 「自己」という主体を日本社会で確立 していき、在 日と

どこで共通項を有 しどこが違っているのだろうか。

(1)地 域 社 会 で 「フ ィ リ ピン人 」と して 生 きて い く

Aさ ん は、 先 述 した よ う に、1992年 か ら[本 に 来 て い て6ヶ 月 、1年 の ビザ

を何 回 か 更 新 し、 永 住 の 資 格 を取 得 して い る。来 日当 時 、 日本 語 を 自由 に話 せ

な か っ たAさ ん は 、独 学 で 目本 語 を身 に 付 け た 。最 初ふ れ あ い館 の仕 事 は 、週2

回13時 か ら17時 まで 働 くこ とだ った が 、1998年 か らは週5日 に増 え て い る。ふ

れ あ い館 の学 童 保 育 で什 事 を始 め たAさ んが 、活 動 に対 す る意 味 を は っ き りと

意 識 す る の は 、 フ ィ リピ ン人 と して の 自分 を受 け入 れ て い く子 ど もた ち の変 化

で あ っ た 。ダ ガ ッ トク ラ ブ の10周 年 誌 に は次 の よ う なAさ んの 言 葉 が 掲 載 され

て い る22。
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わ た く し自身 の体 験 か ら 日本 にお い て 、 子 ど もが フ ィ リ ピ ンの 文 化 に触 れ ず

に育 って しま う とい う危 機 感 の 一 方 で 、 フ ィ リ ピ ンの 文 化 を伝 え る 難 し さ も同

時 に感 じて い ま した 。しか し、「私 は フ ィ リピ ン人 じゃ ない1」 と 自 らの ル ー ッ

を否 定 して い た子 が1年 、2年 、3年 と活 動 を続 け てい く中 で 「私 は フ ィ リ ピ ン

人 だ 」 と誇 りを持 っ て言 え る よ う に な った 姿 を 見 て、 こ の活 動 の意 義 を改 め て

感 じ、次へ の原 動 力 に して参 り ま した 。

日本 人 男 性 と国 際 結 婚 した フ ィ リ ピ ン人 女性 の場 合 、植 民 地 支 配 とい う 日本

との 歴 史 的 関 係 を持 つ 在 目 と比 べ て 、 家 族 の 一 員 と して 入 る こ とか ら、 目本社

会 へ の 適 応 に対 す る 「積 極 性 」を在 日 よ り持 って い る と推 測 で き るza。しか しな

が ら、日本 人 と国 際結 婚 を して 「日本 人」に な る こ と、日本社 会 に 適 応 す る こ と

が 「期 待 」 され て い たAさ ん24の 立 場 か らす る と、 フ ィ リ ピ ン人 と して の 自分

を受 け入 れ る こ とが い か に 大 事 なの か を学 童 保 育 の 実 践 か ら再 認 識 した とみ ら

れ 、Aさ ん は 自分 の 子 ど も に対 して も 「フ ィ リ ピ ン人 」 と して の ア イ デ ンテ ィ

テ ィ を持 つ こ と を伝 えて い た 。10歳 の と きに 来 日 したAさ ん の 子 ど も(フ ィ リ

ピ ン国 籍)が 中学 校 に入 っ た と きに 日本 名 に変 え て ほ しい と言 っ た こ と もあ り、

小 学 生 の と きに 自分 は 「日本 人 で は な く、 外 国人 な の か?」 と聞 い て きた こ と

が あ る とい う。そ の と き にAさ ん は 「日本 人 じゃ な い よ、 あ なた と 日本人 とを

比 べ ない で ね 」と答 え 、名前 を変 え る こ とにつ い て も、名 前 を変 え て も肌 で フ ィ

リ ピ ン人 で あ る こ とが 分 か る か ら と話 した よ うで あ る。外 見 か ら外 国 人 だ と分

か る こ とか ら、Aさ ん は もっ と堂 々 と外 国 人 で あ る こ とを最 初 か らア ピー ル す

る よ う に して い る とい う25。

一 方、Bさ ん は、1992年 に 日本 人 男 性 と結 婚 、1993年1月 に来 日 し、2人 の

子 ど もが い る。2004年 に離 婚 して現 在 は子 ど もた ち と3人 で暮 ら して い る。B

さ ん も永 住 の 資 格 を持 っ て い るが 、 子 ど もた ち は2人 と も ダ ガ ッ トク ラ ブ に

通 っ て い た。歌 が上 手 で 好 きなBさ ん は 、Aさ ん か らダ ガ ッ トク ラ ブ の活 動 に

誘 わ れ た と き に仕 事 を抱 え な が ら も ク リス マ ス 会 で 着 る衣 装 を直 接 作 った り、

子 ど もた ち に歌 を教 え て い た 。民 族 文 化 講 師 ふ れ あ い 事 業 で 、小 学 校 で フ ィ リ

ピ ン料 理 を作 って い たBさ ん をみ た学 校 の先 生 か ら声 が掛 か り、 わ くわ くプ ラ
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ザ26の 仕 事 を始 め る よ う に な り、 現 在 は 週3日 わ くわ くプ ラザ の仕 事 を し なが

ら、ダ ガ ッ トク ラ ブで 歌 を教 えて い る。

Bさ ん は 、子 ど もが ダブ ル で あ る こ とか ら、 日本 人 で もあ りフ ィ リ ピ ン人 で

もあ る とい う自分 を受 け入 れ る よ うに、家 で は、英 語 、日本 語 、タ ガ ロ グ語 を使

い 、 フ ィ リ ピ ン 関連 の集 ま りが あ る と きに 子 ど も を 同行 す る よ う に して い る 。

国 際結 婚 に よる ダ ブ ル の了 ど もに対 す る この よ うな 教 育 方 針 は、Aさ ん に も共

通 して い て、「ダ ガ ッ ト入 った ら、私 の お母 さん フ ィ リ ピ ンな ん だ 一、そ うい う

文 化 を もっ て 、私 の お 父 さ ん は 日本 人 だ 、 っ て い う こ と両 方 を も っ て、 って い

うの を 、両 方 持 つ 、文 化 って い うの を、そ の子 は最 初 か ら見 つ け れ ば、そ ん な に

ね 、ア イ デ ンテ ィ テ ィ っ て こ とを、あ の 一 上 手 に 分 か る と思 う」27と述 べ て い る 。

日本 社 会 で 「フ ィ リ ピ ン 人」 と して生 きて い くこ と、 フ ィ リ ピ ン人 で あ る 自

分 の ア イデ ンテ ィ テ ィ を も き ち ん と受 け 入 れ る こ とを大 事 に して い る こ とは、

ダ ガ ッ トの 実 践 の 中 で も現 れ て い て 、 ダ ガ ッ トで 「私 はハ ー フ な ん だ 」と言 っ

て い た子 に、Bさ ん は 「ハー フで は な くて ダ ブ ル な んだ よ」と話 しか け て い た 。

[本 社 会 で 「[本 人 化 」して い くの で は な く、地 域 社 会 の一 員 と して の 「ア ク

ター 」と立 ちあ が って い くため に、 フ ィ リピ ン人 と して の 自分 を積 極 的 に受 け

入 れ 、 そ れ を表 明 して い くこ とが 必 要 な の は 、在 目の事 例 をみ て も明 らか で あ

る。Aさ ん とBさ んが 地 域 社 会 で 「フ ィ リ ピ ン人 」 と して 生 き てい く こ と を意

識 しなが ら、実 践 を展 開 して い くこ とは 、 今 ま で の ス テ レオ タ イ プ を崩 して い

こ う とす る想 い と も関 わ っ て い る。

(2)そ れ まで の 「ス テ レオ タ イ プ」を崩 して い く28

日本社 会 で は、フ ィリ ピ ン人 女性 に対 して 「ジ ャパ ゆ き」「エ ン ター テ イナ ー 」

とい っ た い くつ か の ス テ レ オ タ イ プ29が あ る 。こ の よ う な ス テ レオ タイ プが あ

る が故 に、フ ィ リ ピ ン人 女性 は夫 の 家 族 か ら差 別 的 な扱 い を受 け る こ とが 多 く、

フ ィ リ ピ ンへ の先 入 観 を持 つ 日本 人 男 性 の 実 家 は フ ィ リ ピ ン人 女 性 に 「偏 見 の

眼差 しを 向 け る」こ と とな る30。Bさ ん の場 合 も同 じであ っ た。Bさ ん は 、生 ま

れ た ば か りの2人 口の 子 ど もを姑 に 見 せ るた め に夫 の 実 家 に訪 れ た と き に中 に

入 っ て も らえ な か っ た こ とを語 りなが ら、 イ ンタ ビ ュ ー に 関 して も元 の 姑 さ ん
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がBさ ん に対 して 低 く評価 して い る考 えが 「違 う」と しな が ら 「そ こ(姑 さん の

と こ ろ)ま で届 け た い」 と強 く話 して い た31。

そ うい った 家 族 か らの 差 別 は 、「フ ィ リ ピ ン 人女 性=エ ン ター テ イナ ー 」とい

う 日本 社 会 の ステ レオ タ イ ブか らの もの で あ り、 そ の ステ レオ タ イプへ の 反 発

が 彼 女 た ち の主 体 性 形 成 の 原動 力 と な っ てい た。そ して、 そ れ は 、 フ ィ リ ピ ン

社 会 にお け る在 日 フ ィ リピ ン人 女性 に対 す る偏 見 に対 して も向 け られ て い る。

つ ま り、「フ ィリ ピ ン政 府 は、 海外 雇 用 を奨 励 しな が ら、[本 の 興 行 就 労 は 『非

道 徳 的 』、香 港 、 他 国 に お け る家 事 労 働 へ の就 労 は 「上 品 』だ とい う二 重基 準 的

な視 点 を持 って い る」32と され 、Bさ ん は 、 フ ィ リ ピ ンに帰 っ た と きに 、そ の よ

う な在 目 フ ィ リ ピ ン人 女 性 の マ イ ナ ス ・イ メー ジ を変 え よ う と メデ ィア の イ ン

タ ビ ュー を受 け る な どの 活 動 を して い る 。

さ ら に、 この よ うな 日本社 会 や フ ィリ ピ ン社 会 に お け る フ ィリ ピ ン人女 性 の

ステ レオ タ イ プの 是 正 の 努 力 は 、外 部 だ け で は な く内部 に 向 け た もので もあ る。

小 ヶ谷 は 、名 古 屋 の フ ィ リ ピ ン女 性 組 織 を対 象 と した調 査 か ら、そ れ まで の フ ィ

リ ピ ン人 に対 す る 「『ス テ レオ タ イ プ を崩 す 』とい う、 ホ ス ト社会 へ の ア イデ ン

テ ィテ ィ戦 略 が 、 単 な る 日本 社 会 へ の 異 議 申 し立 て に と ど ま らず 、既 存 の フ ィ

リ ピ ン ・コ ミュニ テ ィの あ り方 や 活 動 内 容 へ の 不 満 と結 び つ い た 形 で も表 明 さ

れ て い る」と指 摘 す る33。

例 え ば 、Bさ ん は 、 白分 で は な くみ ん な の た め に31フ ィ リ ピ ン人 女 性 た ち が

も っ と力 を合 わせ るべ きだ と し、生 活保 護 やDVの 相 談 を 受 け る こ との 多 いA

さん は フ ィリ ピ ン人 女性 た ち が 生 活 保 護 に甘 えず 頼 らな い で 、 自分 が 働 くな ど

自立 して ほ しい と話 して い た 。また 、 エ ン ター テ イ ナー で入 っ た 人 た ち とそ う

で な い 人 た ち は別 々 の グ ル ー プ を つ くる場 合 が 多 い が 、Aさ ん 中心 の コ ミュ

ニ テ ィに お い て は 、 エ ン ター テ イ ナ ー 出 身 だ か ら とい っ て排 除 す る の で は な

く、 彼 女 た ち を も巻 き込 ん だ コ ミュ ニ テ ィづ く りに 励 ん で お り、 自 らの コ ミュ

ニ テ ィや 生 活 の た め に フ ィ リ ピ ン人 女 性 た ち が よ り主 体 的 に な っ て ほ しい とい

う想 い を もっ て い る。実 際 に、Bさ ん は教 会 活 動 や 大 使 館 の 行事 が あ る と きに

歌 や 演 奏 をす るな どの ボ ラ ンテ ィア 活 動 を継続 し、 東 日本大 震 災 の た め の チ ャ

リテ ィー コ ンサ ー トに も参 加 して い た。Aさ ん を 巾心 に カ ワ ヤ ンの 活動 と して
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フ ィ リ ピ ンの子 ど もの た め の活 動 が 始 め よ うと してい るが 、 こ の よ う な コ ミュ

ニ テ ィ や社 会 の た め の活 動 を展 開 して い る の は 、何 か して も らうの で は な く白

らが行 動 を起 こ して い くこ とで 、 フ ィ リピ ン人女 性 に対 す るマ イ ナ スの ス テ レ

オ タイ プ 、 フ ィ リピ ン人女 性 た ち の 中 の ス テ レオ タ イ ブ を崩 してい こ う とす る

「ア ク シ ョン」な の で あ る 。

Aさ ん とBさ ん は、「ジ ャ パ ゆ き」「花 嫁 」 とい う フ ィ リピ ン人女 性 に対 す る 固

定 した イ メー ジ を崩 して い くこ とを ダ ガ ッ トク ラ ブ な ど の地 域 教 育 活 動 の 中 で

図 っ て お り、語 りか らは 、在 日 と同 じ「闘 う」とい う言 葉 が み られ た。Aさ ん に 「何

に対 して 闘 うの か」と 聞い た と こ ろ、在 目の い う制 度 的 差 別 との 闘 い で は な く、

安 定 した 生 活 をす るた め で あ る とい う答 え が返 っ て きた 。また 、 日本 社 会 で 生

きて い く上 で 「日本語 」 とい う言 葉 の重 要 性 も強 調 して い る35。彼 女 た ち に と っ

て 、「闘 う」 とい う こ とばの 意 味 は、 在 日の運 動 的 な 意 味 で は な く、 日本 社 会 で

生 活 して い くた め の 「闘い 」で あ る と した の で あ る 。

フ ィ リピ ン人 と して の 自分 の ア イ デ ンテ ィテ ィを大 事 に しなが ら、 フ ィ リピ

ン人女 性 に対 す るス テ レ オ タ イ プ を積 極 的 に是 正 して い こ う とす るAさ ん とB

さん の姿 か らは、 在 日 と して の 自分 の ア イ デ ンテ ィテ ィの確 立 を民 族 教 育 実 践

の 中心 に お い て きた在 日 との共 通 性 が 見 え て くる。しか し、ま た その 一 方 で、「民

族 差 別 との 闘 い」を掲 げて きた 在 日 に比 べ て 、同 じ 「闘 う」とい う言 葉 を 口 に し

な が ら も、そ の 「闘 う」とい う対 象 が 、日本 で の 日々の 生 活 とす るAさ ん の語 り

か らは 、 日本社 会 にお け る在 日 との立 場 性 の違 い が 分 か る。制 度 上 の 差 別 ・抑

圧 を正 して い こ う と した在 日の 闘 い の上 に、 日本 社 会 へ の参 入 が 始 ま っ た在 日

フ ィ リ ピ ン人 が 、 在 日 とは違 うエ ンパ ワー メ ン トの 「ロ ジ ック」 を獲 得 して い

くの は、当然 の こ とか も しれ ない 。

以上のように、従来の研究において、フィリピン人女性の主体形成やコミュ

ニティづ くりは日本人の夫を持つ余裕のあるフィリピン人女性がその条件であ

るとされてきたが、ふれあい館の事例か らは、今までの研究からは注 目されな

かった、シングル ・マザーで、中には生活保護を受けている女性が中心となっ

ていた。それは、在 日の活動の実践の上に、在 日をモデルとしなが ら、日本人や
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日本 社 会 か らの ま な ざ しの 是 正 を も図 る もの で 、 この よ うな ふ れ あ い館 の事 例

は、 従 来 の研 究 に対 して 新 た な フ ィ リ ピ ン人 女 性 像 を提 示 す る もの で あ り、 さ

ら に、地域 社 会 の多 文化 共 生 を、在 日 とニ ュ ー カ マ ー外 国 人の 「連 続 性 」で 考 え

る上 で 、 在 日 とニ ュー カマ ー の 違 い と共 通 性 に対 す る有 効 な 手掛 か りを提 示 し

て くれ る もの で もあ る 。フ ィ リ ピ ン人 だ け で な く、 他 の ニ ュ ー カ マ ー との 関 係

か ら、在 日の連 続 性 を ど う考 え て い くの か は、今 後 の さ らな る課 題 と したい 。
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塩原良和 『変革す る多文化主義へ一 オー ス トラリアか らの展望」法政大学出版局,2010年.

鈴木健 「在 日フィリピン人 シ ングルマザ ー と子 どもたちの 『断絶』と 『つ なが り』の連 な

りに寄 り添 う」移民政策学会編 『移民政策研究」創刊号,2009年.

関根政美 『エ スニ シテ ィの政 治社 会学一民族紛 争の制度化 のため に一』名古屋大学 出版

会,1994年.

高畑幸 「TheFilipinocommunityindowntownNagoya:localandinternationalnetworking」

「現代 社会学』第$5,2007年.
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豊 円合志 「滞 日定住 フィ リピン人女性 の万助紅織一 川崎市 のグルー プを事例 と して一 」

東京学芸大学大学 院教育学研究科修十論文,2009年.

中島智子 「連続す るオー ル ドカマー/ニ ューカマー教育 」志水宏 吉編著 『高校 を生 きる

ニューカマー』明石書店,2008年.

永w聖 『トラ ンスナシ ョナル ・フ ィリピ ン人の民族誌」ナカニ シヤ出版,2011年,

リサ ・ゴウ、鄭暎恵 『私 という旅一 ジェンダーと レイシズムを越 えて』青土社,1999年.

注

1法 務省入管管理 局が2011年6月3目 に発表 した報道 資料 に よる と、2010年 末現 在の

外 国人登録者 を国籍別 にみ ると、中国が687,156人 、韓 国 ・朝鮮565,989人 、ブラジル

230,552人 、 フィ リピン201,181人 の順 となっている。法務 省人国管理 局 「平 成22年 末

現在 における外 国人登録者統計 につ いて」(2011年6月3目).

2伊 藤る り他 「現 代 日本社会 における国際移動 とジェ ンダー関係の再編 に関する研究

一女性移 住者 のエ ンパ ワー メン トと新 しい主体形 成の検討 にむけて』(研究代表者:

伊藤 る り、2001年 度～2003年 度科学研 究費補助T研 究(C)(1))2004年3月.

3小 ヶ谷 千穂 「第3章 滞 日フ ィリピン女性 の社会活動 の多層性一 円本にお ける 「移民

/移 動 の女性化』の コ ンテクス トか らの一考 察一 」『現代 日本社会 における国際移動

とジェ ンダー関係の再編 に関す る研究一 女性 移住者のエ ンパ ワー メン トと新 しい主

体形成 の検討 にむけて』(研究代表者:伊 藤 る り、2001年 度 ～2003年 度科学研 究費

補助金基盤研究(C)(1))2004年3月.

4定 松 文 「第4章 組織 化 と社 会構 造一 在 日フ ィリピ ン人女性の組織 化 と非組織 化 にみ

る要 因分析一」「現代 日本社会 にお ける国際移動 とジェンダー関係の再編 に関す る研

究一 女性移住 者のエ ンパ ワー メン トと新 しい主体形成 の検討 にむけて』(研究代 表

者:伊 藤 る り、2001年 度～2003年 度科学研究 費補助金基盤研究(C)(1))2004年3月.

5郎 淑 安 「移民女性 にお ける主体 性 の構 築一川崎市 在住 フ ィリピ ン人妻 の社 会参加 」

『応 用社会学研究』No.45,2003年,81-96頁,

6豊 田合 志 『滞 日定住 フィ リピン人女性の互助組織一 川崎市 の グループを事 例 と して

一』東京学芸大学大学 院教育学研究科修士論文
,2009年.

7中 島智了 「連続 するオール ドカマー/ニ ューカマー教育 」志水宏吉編箸 『高校 を生 き

るニューカマ ー』明石書 店,2008年.

8市 か ら出され る外 国人登録 人 口統計 で は、男女 の 区別が ないため、3878人 の何人

が 女性 なのか は止 確 には分か らない。2010年3月 末 現在、川 崎市の外 国 人人[は 、

32,614人 で、中国が10,423人 、韓 国 ・朝鮮が9290人 、フィリピンが3,878人 、ブラジル

が1,306人 で、その他7,717人 となっている。また、1997年 か ら現在 までの統計か らす

ると、韓 国 ・朝鮮、中国に続 いて川崎市 に多 い外 国人で あ り、川崎区 に最 も多 い。

9ふ れあい館 の20周 年事 業報告書 に載 って いる1988年 か ら2007年 までの識字参加 者
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の一覧表 をみる と、1988年 にフィ リピン人女性 が4人 、その翌年 にも10人 、10人 、6

人へ と続 き、1991年 か らパ キス タンや ブラジル、中 国か らの学習者 が増 えは じめ、

2002年 まで に在 日と韓 国人(ニ ュー カマー)を 除いて一番 多い。そ れに、2005年 か

らは男性の学習者 も2、3人 来てい るが、それ まで には識字学級 で学ぶ フィ リピ ン人

は全 員女 性だ った、『だれ もが力 いっぱい生 きてい くた めに一 川r埼市ふれ あい館20

周年事業 報告書C88-07)』 川崎市ふ れあい館 ・桜 本 こど も文化セ ンター,2008年,

76-77頁.

101999年4月1日 の 「ふれあいか んだ よ り」(第121号)に は、「ふれあい館 では、フ ィリ

ピン人のAさ んを囲んで、 フィリピンの文化背景 を もった こどもを中心 と して、そ

れぞれ 自分 らしさを確認 し、まなびあ う場 を もちは じめてい ます。学校 をこえたフ ィ

リピン人のこ どもたちの仲 間づ くりの場 と して立 ち上 げてい きた い と思 い ます」と

い う、ダガ ッ トク ラブの案内が掲 載 されていた。

11川 崎市ふれあい館 ・桜 本 こども文化 セ ンター,op.cit.,51頁.

12「KAWAYANGROUP」 案 内よ り.

13普 円合志,op.cit.,39-41頁.

14鈴 木健 「在LIフ ィリピン人 シ ングルマザー と了 どもたちの 「断絶』と 『つ なが り』の

連な りに寄 り添 う」移民政策学会編 『移民政策研 究』創刊 号,2009年.

15Aさ んの イ ンタビュー(2010年3月16日)よ り.

16フ ィリピン人 女性 の コミュニテ ィ形 成の条 件 と して地域 的特 性 が重 要で あ るこ と

は、定松 の研究 で既 に明 らかになっている。定松が分析 した3つ の事例の中で、地方

都市であ るY市 にフィ リピ ン人女性 たちの紅織化 が可 能であ ったの は、そ の地域 に

部落解放運動の歴史があ ることと関連 していた。定松 文,op.CZt.,64頁.

17マ ジ ョリティ とマ イノ リテ ィを媒介す る存在 として、塩 原良和 は、オ ース トラ リア

の多文化キ義 の研 究の巾で、非白人 ミドルクラス移民 に注 目し、 ミドルクラス移民

が 「ド層の同胞 と課題 を共有 し、主流公民 と対話 の関係 に入 ることで、よ り ド層 の移

民 と主流 国民 とをつ な ぐ 「架 け橋」と しての役割 を担 うべ きである」と指摘 してい

る。塩原良和 『変革す る多文化 羊義へ一 オース トラリアか らの展望』法政大 学出版局,

2010年,144頁.

18中 問マ イノリテ ィ集団は、「① 自由意思に より短期 滞在 の予定で移住するが、 自由意

思で定住 す ることもある。② 商業、流通、金融活 動を主体に都市 中間層 を形成 し、経

済的 には恵 まれている。③ 上層 、ード層社会 階級か らの圧迫のた めに、自集団内の結 東

力は強い、そ の結呆、伝統 的民族文 化や言語 の維持 に熱心 であ り、自文化についての

誇 りや 自信 も強い。4j家族的 ・親族的紐 帯が強 く故 国 とのつなが りも強い。実際、定

期的 な往来 を行 って いる可 能性 が強 い。⑤金融業 の経営形態 は、近 代以前の 資本主

義的経営 ス タイル、 あるい は前近代 的 な家父長 的労使 関係 を色濃 く反 映 してい る」

とい う性 質を もつ とされてい る。関根 政美 『エ スニシテ ィの政治社会 学一 民族紛 争
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の制度化 のために一』名古屋大学 出版 会,1994年,153-154貝.

19ふ れあい館二浦館長 インタビュー(2011年6月17目)よ り.

20ふ れあい館 が開館 してか らすでに20年 が過 ぎている中で、 その活動が、館の位置す

る地域 だ けに限定 して しまう側 面があ るよ うであ る。父 親は在 日コ リアン2世 で 母

親 はニューカマー韓 国人で あるFuniは 、ふれ あい館 の母体 となる在 目大韓基督教会

川崎教会 が1969年 につ くった桜本保育 園に通 っていたが、その桜 本か ら隣の町の大

師に引 っ越 しして最初全 く違 う雰 囲気 に戸惑 っている。例 えば、「通 っていた桜 本保

育 園には、いろいろ な文化 的背景 を もった子 どもが いたけれ ど、小学校 に入って桜

本 か ら大 師のほ うに 「移住』してか ら(笑)、 日本人 じゃない名前 はぼ く一人 とい う

環境 になって しまって……。たかが川崎南部 の半 径1kmの 狭 いエ リアの移動 なんで

す けれ ど、子 どもにとっては、何 もか も全然違 う。『当 た り前が当た り前 じゃな くなっ

ちゃ う』感 じ、海 を泳 いでいて突然冷た い海流 にふれた ときみたい な、「あれ?』 っ

ていう感 じで した」と話 している。Funi「 イ ンタビュー 当乎者 たちが語 る 『少 し前、

子 どもだった頃』2何 のために何 を変えな きゃいけ ないのか」社 団法人 アジア ・太

平洋 人権情報 センター編 「外 国にルーッをもつ子 どもた ち一思い ・制 度 ・展望』現代

人文社,2011年,30頁,

21ふ れあい館三浦館長(2011年6月17日)イ ンタビューよ り.

22「10周 年記念在 日フィリピンキ ッズの クリスマス会』2008年12月20日.

23郎 は、川 崎市 の フ ィリピン人女性 たちのイ ンタビュー調査 か ら、社会参加 の条件 と

して個 人的特 質をい くつか挙 げているが、その1つ に 「明るい性格 」を取 り上げ、「日

本 で!$/uを 始めたその当初 か ら、フィ リピン人移民 コ ミュニティ内部にエ ンクレー

プ して生活す るの ではな く、『目本人』や 『目本文化』を吸収 し現地 に溶 け込む こと

が必要 だとの共通認識 を有 してい」るとす る。邸淑実,op.Clt.,87頁.

242011年7月5日 にあったふれ あい館 の講座で 司会を務めてい たAさ んは、「フ ィリピ

ンの友達 つ くるな、教会 にい くな、 目本人になれ とい うことを 目本 に きてか ら聞い

た。どう してそ れを言 うのか、大 きな疑 問だった」と話 してい た。

25Aさ んの インタビュー(2011年4月27日)よ り.

26川 崎市 では2003年 にそれ までの留守家庭児対策事業 の体系を変え、小学校 の施設 を

利 用 した 「児市放課後 健全育成事業」の 中に組 み込ん で実施 してい るが、 それがわ

くわ くプ ラザ のこ とであ る。川崎市 ふれあい館 ・桜本 こ ども文化 セ ンター,op.Cif.,

53-54頁.

27Aさ んの インタビュー(2011年4月27日)よ り.

28フ ィ リピン人女性た ちが 口本社会 におけるフ ィリピン人女性 に対す る固定観念 を崩

そう とする ことについて は、多 くの研究 で既 に指摘 され、1992年 にあったテ レビ ド

ラマ 「フ ィリピーナを愛 した男 たち」に対す る抗議活動 は記憶 に新 しい。リサ ・ゴウ、

鄭 暎恵 『私 とい う旅一 ジェンダー とレイ シズム を越 えて』青土社,1999年,136-147頁.
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29ダ マ ノイ と佐 竹 は 、「こ こ20年 余 り、日本 にお け る フ ィ リ ピ ン人 女 性 に つ い て 、『ジ ャ

パ ゆ き』、『農 村花 嫁 』 イメ ー ジ が 支 配 的 だ っ た 」と し、 そ の よ うに、 フ ィ リ ピ ン人女

性 を 「ず るが しこ い とか 、 歓 楽 産 業 の犠 牲 者 で あ る とか 決 め つ け る と、 彼 女 らが 周

縁 化 され た位 置 に置 か れ て も見 事 に切 り抜 け る能 力 を持 っ た 主 体 で あ る こ とが 見 え

な くな る」 と危 惧 し、 そ の よ う な 見方 をす る こ と に よ っ て、 彼 女 た ち が 母 親 や配 偶

者 、パ ー ト労 働 者 、専 門職 者 な どの様 々 な役 割 を呆 た しなが ら、日本社 会 に 貢献 して

い る こ とが 見 え な くな る と指摘 す る 。佐 竹 眞 明 、メ ア リー ・ア ンジ ェ リン ・ダア ノ イ

「フ ィ リ ピ ンー 日本 国 際 結 婚一 移 住 と多 文 化 共 生』め こん,2006年,82-83頁.

30永 田 貴 聖 「トラ ンス ナ シ ョナ ル ・フ ィ リ ピ ン 人の 民 族 誌 』ナ カニ シヤ 出 版,2011年,

74頁,

31Bさ ん の イ ン タ ビ ュ ー(2011年4月22日)よ り.

32佐 竹 眞 明 、メ ア リー ・ア ン ジェ リ ン ・ダア ノ イ,op.C2t.,87頁.

33小 ヶ谷 千 穂,np.Clt.,36頁.

34小 ヶ谷 の 行 っ た調 査 に お い て も、 フ ィ リ ピ ン人 コ ミュ ニ テ ィの リー ダ ーが 他 の メ ン

バ ー に対 して 「意 識 が 低 い 」「自分 の こ と しか 考 えず 、 み ん な の た め の活 動 に対 し

て あ ま り熱 心 で は な い 」 とい う まな ざ しを 持 っ て い る こ と が 明 らか に な って い た 。

Ibicl.,39頁.

35Aさ んの イ ンタ ビ ュー(2011年7月20日)よ り.

※本研究は平成22～24年 度科学研究費補助金基盤i研究(B)「 国際結婚家庭に

育つフィリピン系 ・タイ系ニューカマーの学校適応に関する実証研究」(課

題番号22330238研 究代表者:角 替弘規)の 研究成果の一部である。


